
系譜・生育

食感

●出稲期、成熟期とも「はえぬき」並で山形県内では"中生の晩"です。
●短稈で、耐倒伏性が強く栽培しやすい。「はえぬき」並に直播適性も優
れています。
●穂いもち圃場抵抗性が"強"、耐冷性"やや強"、高温耐性"やや強"
のお米です。

●…山形県内産品種との比較では、粘りと硬さ（しっかりした粒感）の
バランスが、これまでにない新食感のお米です。
●他県産銘柄品種と比較しても同様の傾向です。

県内産品種との比較 他県産銘柄品種との比較
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山形県水田農業試験場
平成20年～27年産

県産は農総研センター産
他県銘柄品種は首都圏米穀店から
購入（平成28年産）

作付面積 生産計画
令和４年産 4,000ha 約23,800トン
令和５年産 4,500ha 約26,700トン

雪若丸の生産量

「粒立ちしっかりおいしい新食感」
山形から元気なお米が
誕生しました

デビュー以来
13年連続特A獲得（令和4年時）
山形のブランド米
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食味
●炊飯米の白さ・外観・光沢・味が優れ、
「はえぬき」より食味が優れています。
●令和4年産米「雪若丸」は、米の食味
ランキングでデビュー以来5年連続最高
位の「特Ａ」を獲得しました。

4つの厳しい基準は「つや姫」が
特別なお米である証し

●栽培適地 「栽培適地マップ」を定め、気象・地理条件等により選定し
た「最適地」「適地」で栽培しています。令和４年産米では、9,900ha（県全
体の約19％相当）で栽培しています。

●生産者認定 ブランド化戦略推進本部が認定し、限定された生産者が
栽培しています。つや姫生産者認定委員会は、栽培を希望する生産者の
栽培条件や栽培実績を判定し、令和４年産では、4,871人の生産者を認定
しました。

●栽培基準　栽培基準を有機栽培米・特別栽培米等に限定し、安全・
安心な栽培体系に取り組んでいます。

●品質基準　全ＪＡに食味計を導入し、県下全域でのタンパク値による品
質基準を
定めています。 出荷基準玄米

粗タンパク質
含有率

ウェット15%換算 ---- 6.4% 以下
乾物換算 -------------7.5% 以下
（食味分析計による確認）
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図1　つや姫の食味官能試験
　　  結果の平均値
山形県農業総合研究センター
水田農業試験場で実施
育成地生産力検定試験2002～2008年
基準：育成地産「はえぬき」
（目盛り：0.0）

つや姫は、炊飯光沢、
外観、味の評価が高い。

つや姫の白さは、
各波長の反射率が高いこと、
特に青色の分光反射率が高いから。
図2　炊飯米の分光反射率
供試材料は同じ栽培条件で
得られたものである。
精米歩合を90%に調製した。
供試品種は、全て山形県産である。

つや姫は炊飯光沢に優れ、白い
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